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社会福祉法人　美郷町社会福祉協議会
☎0187-85-2294  　0187-85-2291 
印刷・株式会社アイ・クリエイト

編集発行

※この広報は、赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。

　社会福祉協議会ではデイサービス事業を３箇所で行っています。利用
者の皆さんは利用日を心待ちにしているようです。
　健康チェック、入浴、昼食後のレクリエーション、花見やドライブなど
を楽しみ、笑顔の絶えない時間を過ごしています。
　いつまでも元気に過ごして頂けるよう、お手伝いします。

いきいきクラブで楽しく過ごしてみませんか。
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1. 第３期地域福祉活動計画の推進	 	 　
　「地域福祉力の向上」を目指した以下の3つの基本目
標を推進するため、それぞれの取り組み目標を設定し
事業を展開しました。
　【基本目標１　セルフケアの推進】
　【基本目標２　地域包括ケアの推進】
　【基本目標３　地域共生社会の推進】

2. 多職種連携によるプラットホーム形成の構築
　広範多岐にわたる心配ごとや悩みごとを受け止め、総
合的かつ迅速に対応できるよう多職種による連携を図
りました。

３．災害にも強い福祉の地域づくりの推進	 　
　大雨や台風等の自然災害が多数発生し、非常災害防
止体制の確保及び避難・通報体制の確保など地域住民
の避難場所や災害ボランティアセンターとして「みさと
福祉センター」が地域の支えになれるよう職員共通認
識による施設の役割機能強化を図りました。

４．生活支援コーディネーター事業の取り組み
　平成29年度より新たに町から受託したこの事業は、
生活支援コーディネーターを配置し、地域で必要とされ
る生活支援サービスの開発や充実に向けて支援するこ
とを目的としています。

　初年度は生活支援アンケート調査を実施したほか、
地域サロン座談会で地域の自慢できることや地域課題
について住民と話し合い、ニーズ把握を実施しました。

５．美郷町福祉生活サポートセンター
　（日常生活自立支援事業）の設置
　平成29年度より基幹的社協型から全市町村社協型への
実施方式の移行に伴い、「福祉生活サポートセンター」
を設置、専門員を配置し、秋田県社協や大仙市社協（基
幹社協）と連携し不備なく移行作業を完了しました。

６．その他の取り組み
　職員が仕事と生活の両立を図れるよう、「次世代育
成支援対策推進法」に基づいた「一般事業主行動計
画」を策定しました。これは、職員全員が働きやすい職
場環境を作ることにより、全ての職員がその能力を十分
に発揮し、安心して働けるようにするためのものです。
　介護保険サービス事業については、新しい総合事業
への移行年度であり、現行サービスと新サービスが混
在するため、利用者情報を共有し不備なくサービス提
供ができるよう努めました。また、秋田県では、平成29
年度より介護サービス事業者の取組を評価する「秋田
県介護サービス事業所認証評価制度」が開始され、本
会としても社会福祉法人としてより良いサービスの提供
を図るため法人全体で体制整備を行い、平成30年３月
認証事業者として認証されました。	 	 	
	 	

入ってくるお金
（収入）

お金の使い道
（支出）231,621,364円

223,515,748円

介護保険事業収入
82,700,196円
（35.7%）

経常経費補助金収入
70,121,657円（30.2%）

受託金収入
27,738,572円
（11.9%） 

積立資産取崩収入
15,614,000円
（6.7%） 

施設整備等による補助金等収入
9,550,422円
（4.1%）

前期末支払資金残高
8,674,478円（3.7%）

会費収入
6,024,000円（2.6%） 

障害福祉サービス等事業収入
4,975,650円（2.1%） 

寄附金収入　2,933,634円（1.3%）
事業収入 1,687,671円（0.7%） 

貸付事業収入 933,940円（0.4%） 

借入金利息補助金収入 276,310円（0.2%）

その他の収入 390,834円（0.4%）

法人運営事業
117,816,663円
（52.7%）

地域福祉活動や
組織運営費

町補助金・共同募金配分金

共同募金配分金に
よる事業費

貸付金や運営のための経費
共同募金配分金事業
 5,855,147円（2.6%） 

資金貸付事業
1,074,818円（0.5%）

福祉センター建設費償還の経費

地域福祉センター整備事業
9,641,310円（4.3%）

受託事業
39,915,424円
（17.9%）
町受託事業の
ための経費

介護サービス事業
49,212,386円
（22%）

介護保険・障害サービス提供の
ための経費

　決算書及び事業報告は、本会のホームページ及
び事務室でも閲覧できます。
　さらに、昨年度から「社会福祉法人の財務諸表
等開示システム」の現況報告等の情報がインター
ネット上で公開されています。

美郷町社会福祉協議会の平成29年度
の決算状況について、次のとおり公表
します。

平成29年度の決算状況

平成29年度　事業報告
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　地域における出会いとつながりの場をつくり
交流活動を活性化させ、地域において、絆やつ
ながりを持ち続け、自立生活を営む力・お互い
を支えあう力の理解を深める事業です。

　ネットワーク活動を基盤に地域に出向くこと
を徹底し、気づきをつなぐ見守り支えあい活動
による、地域・住民・関係機関の協力による災
害支援ネットワークの強化を図る事業です。

　誰もが安心して安全に暮らせるために、福祉
サービスなどの適切な利用ができる体制づくり
を進め、相談関係機関で情報共有し、支援体制
のシステムづくりを行う事業です。

「地域福祉を支えるひとづくり」
「住民参加ふれあい支援」

「ともに支えあう地域づくり」
「組織財政基盤の整備」

「安全な暮らしを支える体制づくり」
「地域福祉トータルケア推進事業の強化」

健康体操座談会

社会福祉大会～舞妓さんの踊り

理  事  会 大仙市災害ボランティアセンター派遣

まめだ屋夏祭り介護者交流会

単身老人日帰旅行 一斉除排雪活動

健康講話



共同募金配分金の使い道平成30年度

１．総合相談事業
366,000円

心配ごとや困りごと等、相
談員が親身になって相談に
応じます。法律上の問題は
顧問弁護士を紹介します。
※弁護士の場合、初回の30
分は無料です。

２．単身老人日帰り旅行
312,000円

町内の単身老人の方を対象
に日帰り旅行を
実施し、仲間
づくりをしな
がらお互い
に交流を図
ります。

３．防火点検
8,000円

消防署の協力を得て、
一人暮らし老人宅を
訪問して火災
の危険がない
か年2回点検
を行います。

４．緊急一時支援事業
90,461 円

困窮者への緊急一時支援
として、行政と連携し現
物支給等の体制を整えま
す。関係機関とのネット
ワーク支援として取り組
みます。

５. 出張理容補助券の交付
199,000円

寝たきりの方を対象に衛生
保持を図るため、出張理容
時に使える補
助券を交付し
て在宅介護を
支援します。

６. 福祉教育推進事業
581,000円

福祉活動への関心を高める
ことを目的として、町内の
小・中・高校５校へ福祉活
動助成金を
交付します。

７. 地域福祉座談会
91,000円

地域住民と膝を交え、地域
の問題・課題について話し
合います。地域における生
活課題の把握に努め、社協
活動への理解を深め地域福
祉活動の充実を図ります。

８. 社会福祉大会
798,000円

社会福祉大会を通して、社
会福祉協議会活動への理
解を深め、
福祉意識の
高揚を図り
ます。

９. 広報活動の推進
730,000円

福祉だよりやホームページ
を通して、福祉協議会で
行っている事業や、介護
サービス、共同募金委員会
などの情報を
発信します。

10. まめだ屋運営事業
654,000円

誰でも気軽に立ち寄ること
ができる交流スペースを提
供し、閉じこもり防止や生
きがいづくり・健康づくり
を推進します。

11. おたすけマン事業
172,000円

日常生活のちょっと
した困りごとを、
おたすけマンが
お手伝いする
支援活動を実施
します。

12. トータルケアフォローアップ事業
338,000円

「福祉で地域（まち）づく
り」を推進し、地域におけ
る住民主体の
活動を実施
します。

13. ボランティアセンター運営事業
548,000円

ボランティア活動の充実を
図り、被災地域で支援する
人材を育てます。災害発生
に備え、非常食や
生活用品などの
物資を備蓄します。

14.移送サービス
300,000円

寝たきりの方等、福祉車輌
でなければ移動できない方
へ移送車輌を
貸出し、
移動を支
援します。

15.ネットワーク活動の推進
260,000円

近隣住民等の見守りや支援
により、地域から「一人の
不幸も見逃さない運動」を
推進。認知症ＳＯＳおたす
けネットワーク等により、
地域で自立した生活が送れ
るよう支援します。

○平成29年度に町民の皆さまから寄せられた「赤い羽根共同募金」は、平成30年度分
　として「5,447,461円」が配分されました。この配分金は“美郷町を良くするため”
に今年度、以下の事業に役立てられます。

赤い羽根共同募金は自分の町へやさしさを届けます

福 祉 だ よ り第67号 （4）



社協会員会費納入のお願い
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第15回美郷町社会福祉大会を開催します

出張相談のお知らせ

　社会福祉協議会は地域福祉を進める団体として、毎年町内全戸に会員加入をお願いしており、7
月より各地区の福祉委員を通じて会費納入のお願いにうかがいます。
　皆様からの「会費」は、地域の福祉活動や在宅福祉サービスを推進し「安心して暮らしていける
地域づくり」を進めていくための貴重な財源として大切に活用させていただきます。

　社協活動に賛同する団体・法人からの団体会費【1口5,000円】法人会費
【1口10,000円】につきましては随時受け付けています。（団体・法人　会
員になっていただくと今年度の福祉センターの会場使用料が免除となります。）
ご理解ご協力をよろしくお願いします。

一  般  会  費 1,000円
特別会費（１口） 1,000円

大会テーマ	 『つながりを力に～安心・安全な地
ま ち

域　美郷をめざして～』
開　催　日	 平成30年7月19日（木）

開 催 場 所	 美郷町公民館

開催内容	 13：00　～　受　付
	 13：15　～　生活センターからのお知らせ	
	 13：30　～　式　典
	 14：15　～　講　演	 演	題　「笑うあなたに福きたる」		
	 	 	 講	師　		石垣　政和	氏
	 15：15　～　アトラクション
	 	 	 六郷高等学校吹奏楽部による演奏会
	 16：15　～　閉　会

なお、各地区から会場まで無料送迎バスを運行しますので是非ご参加ください。

～就活をサポートします～
　社会福祉協議会では「秋田県南若者サポートステーションよこて」と連携し、働く意欲はあるけ
れど「どうしたらよいかわからない」「コミュニケーションが苦手」などで悩んでいる15歳から
39歳までの、ご本人及びご家族を対象に相談を行っています。
　　※相談は無料です。下記の相談日を確認の上、ご予約ください。

相談日	 	９月13日（木）
	 11月15日（木）
時　間	 9：30～12：00
場　所	 みさと福祉センター　相談室

相談予約・お問い合せ先

　秋田県南若者サポートステーションよこて
　横手市横山町１–１
　電話０１８２–２３–５１０１

テレビやラジオで活躍している

石垣さんの講演を是非！

聞きに来てください。お待ちしています。
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朗読ボランティア「ダンボ」

　朗読ボランティア「ダンボ」（猪狩美智会長）では
平成12年より広報美郷・お知らせ版・福祉だより等を
視覚障がい者の方々にカセットテープに吹き込み、お
届けする活動を行っています。現在「ダンボ」は12名
の会員で活動しており、７名の方が利用しています。
　会員は、読み方や伝わ
りやすい表現方法など打
合せた後録音作業を行っ

ています。たくさんの方に利用してもらいたいと思っていま
すので、興味のある方や試しに聞いてみたいという方は是
非、下記までお問い合わせください。

～声の広報をお届けします～

お問い
合せ先

美郷町住民活動センター内　ＮＰＯ法人みさぽーと
☎０１８７-８４-４９２２

相談・お問い合わせ 美郷町社会福祉協議会内　美郷町介護事業所
☎0187-87-6128　ＦＡＸ0187-87-6680

　美郷町介護事業所では「介護申請はどうしたら良いの？」「福祉
サービスを利用するには？」など介護に関する相談を受付けていま
す。経験豊富なスタッフが様々な視点で支援を行っています。

介護について困っていませんか？

居宅介護支援事業
　介護相談、介護保険申請代行、ケアプランの作成などを行います。

訪問入浴介護事業
　看護師・介護スタッフが自宅に伺い、専用の浴槽を使って入浴していただくサービスです。

訪問介護事業
　訪問介護員が自宅を訪問し、排泄・入浴・調理・掃除などのお手伝いをします。

通所介護事業
　自宅への送迎をし、健康チェック・入浴・食事・レクリエーションを日帰りで提供するサ
ービスです。

相談支援事業（障がい者・障がい児）障がい福祉サービス事業
　障がい福祉サービスの利用を希望している方の相談や利用計画の作成・介護サービスを提
供しています。

録音作業の様子

録音前の打ち合わせ
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◇	

六
月
三
十
日
（
土
）
笹
竹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「Let's	go　

六
郷
！
〜
語

り
継
が
れ
る
僕
ら
の
思
い
〜
」
で
す
。
創
立

七
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
歴
史
を
背
負
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
築
い
て

い
く
歴
史
の
一
歩
を
勢
い
よ
く
踏
み
出
し
た
い

と
い
う
思
い
を
込
め
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
各

ク
ラ
ス
が
新
聞
や
壁
画
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
模

擬
店
を
担
当
し
ま
し
た
。福
祉
科
は
恒
例
の「
福

祉
科
食
堂
」
を
担
当
し
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様

で
大
盛
況
で
し
た
。
そ
し
て
、
校
舎
正
面
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
「
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
」
は
、
生

徒
一
人
一
人
が
パ
ー
ツ
を
受
け
持
ち
、
合
体
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。

満
開
の
桜
を
教
室
の
窓
か
ら
眺
め
る
生
徒
が
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

秋
に
行
わ
れ
る
、
七
十
周
年
の
記
念
式
典
当

日
に
、
ま
た
掲
示
す
る
予
定
で
す
の
で
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

た
ち
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

　

宣
誓
式
後
に
行
わ
れ
る
講
演
会
で
は
、
福
祉
科

八
期
生
の
柴
田
秀
衡
さ
ん
が
高

校
時
代
の
思
い
出
を
楽
し
く
お

話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
病
院
で
作
業
療
法
士

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
学
校
の
様
子 

◇
七
月
二
十
一
日
（
土
）
本
校
を
会
場
に
「
第
五

回
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
東
北
地
区
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
東
北
地
区
か
ら
福
祉

を
学
ぶ
九
校
が
参
加
予
定
で
す
。
担
当
校
と
し

て
、
受
け
入
れ
準
備
か
ら
進
行
、
当
日
の
運
営

ま
で
福
祉
科
生
徒
が
担
当
し
ま
す
。
三
年
生
は

一
年
次
か
ら
三
年
間
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
二
年

生
は
初
め
て
の
大
会
参
加
で
す
。

　
　

昨
年
、
秋
田
市
で
行
わ
れ
た
全
国
産
業
教
育

フ
ェ
ア
秋
田
大
会
で
は
全
国
３
位
と
い
う
優
秀

賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は

山
口
県
で
開
催
予
定
で
す
。
三
年
連
続
の
出
場

を
目
指
し
て
選
手
三
名
は
、
本
番
に
向
け
て
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
【
２
年
生
の
実
習
先
】

集
中
実
習

			

八
月
二
日
（
木
）
〜	

八
日
（
水
）

分
散
実
習																						

			

十
月
三
日
（
水
）
〜	

十
二
月
二
十
日
（
木
）

	　
　
※	

行
事
を
除
く
水
・
木
曜
日

同
行
訪
問
実
習	
十
月
〜
十
一
月

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
実
習	
十
一
月
〜
十
二
月

実
習
施
設
・
事
業
所

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー
ト
ピ
ア
緑
泉

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー
ト
ピ
ア
仙
南

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
昼
荘			

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
森
苑		

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
木
苑

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桜
寿
苑		

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
も
れ
び
の
杜

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
テ
ン
ダ
ー
ヒ
ル
ズ

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
す
こ
や
か
横
手		

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
の
苑

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
杏
授
苑

◇
大
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会		

◇
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
◇
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
十
四
施
設
）
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（
平
成
30
年
4
月
１
日
～
6
月
30
日
受
付
分
）

※
受
付
順

　社会福祉協議会では、香典返し等のご寄
付をいただいた場合、忌明け・快気祝いハ
ガキの作成を無料で承ります。
　文面や枚数についてご希望に応じますの
で、必要な方はお申し付けください。

奉友会 ～春の清掃活動～

　４月26日（木）、奉友会会員が
『春のごみゼロ運動』として、み
さと福祉センター周辺の清掃をし
てくださいました。
　桜は開花したものの、まだ雪が
残り肌寒い中、敷地内の折れた枝
などを集めていただきました。当
日は会員のほか、多くの方のご協
力をいただきながら、社協職員も
一緒に活動をしました。
　今回も大変きれいにしていただき、ありがとうございました。

介護者交流会を行いました
　社会福祉協議会では自宅で要介
護４～５の方を介護している介護
者の方々を対象に、毎年介護者交
流会を行っています。今回は６月
23日（土）羽後町の五輪坂温泉
「としとらんど」で開催し、温泉
に浸かり日頃の疲れを癒してもら
いました。
　在宅介護を継続していくには、
情報交換やリフレッシュも必要で
す。介護をするにあたっての不安
や困り事などを話し合い、ゆっく
りとした時間を過ごしてみてはい
かがでしょうか。
　次回の日程が決まり次第、通知
や広報等でご連絡いたします。
　参加費は無料です。是非ご参加
ください。

まめだ屋からのお知らせ
　長年、皆さんにご利用いただい
た喫茶コーナーは平成30年４月30
日をもちまして終了とさせていた
だきました。
　なお、空き店舗事業は継続して
いますのでサークル活動・地区の
サロンなどに今ま
で同様、お気軽に
ご利用ください。

災害ボランティア情報
　５月18日の水害により設置された「秋田市災害ボラン
ティアセンター」に５月30日（水）～６月３日（日）ま
での５日間、本会職員10名を派遣しました。
　昨年の大仙市での経験を生かし、ニーズ調査・床下の
消毒作業等に従事してきました。

■
一
般
寄
付

コ
ス
モ
ス
の
会	

様

扇
龍
会		

会
主　

嶋
田
ヤ
イ
子		

様

さ
な
ぶ
り
実
行
委
員
会	

様

飯
詰
中
学
校
25
期
生	

様

秋
田
建
築
労
働
組
合	

大
仙
美
郷
支
部

	

支
部
長　

渋
谷
四
志
夫	

様

■
香
典
返
し

本　

館	

佐
藤
恵
美
子	

様

本
堂
東
部	

齊
藤　
　

隆	

様

野　

中　

	

齋
藤
美
津
明	

様

湯　

竹	

深
澤　

謙
一	

様

天
神
堂	

伊
藤　
　

学	

様

元
本
堂
南
部	

齊
藤　

ふ
み	

様

黒　

沢	

若
畑
美
代
子	

様

土
崎
南
部	

千
馬　

龍
太	

様

■
物
品
寄
付

佐　

野	

キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス	

様

　

	

（
乳
製
品
・
乳
飲
料
）

本
堂
東
部	

齊
藤　

順
子	

様

　

	

（
紙
オ
ム
ツ
他
）

千
屋
中
部	

深
澤　
　

勝	

様

　

	

（
千
畑
地
区
風
景
写
真
）

塚	

武
藤　

陽
子	

様

　
　
　
　

	

（
プ
ル
タ
ブ
）

■
奉
仕
活
動

奉　

友　

会	

様

（
環
境
美
化
）

※
こ
の
ほ
か
、
匿
名
で
の
寄
付
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善

意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
対
し
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ハガキの作成を
無料で承ります


